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和
を
す
る
な
ど
、
雇
用
機
会

の
拡
大
を
図
っ
て
い
る
。

雇
用
促
進
住
宅
の

雇
用
促
進
住
宅
の

一
方
的
な
廃
止
を
許
す
な

一
方
的
な
廃
止
を
許
す
な

天
羽　

立
江
町
に
あ
る
雇
用

促
進
住
宅
を
廃
止
す
る
動
き

が
あ
る
。
一
方
的
な
廃
止
を

し
な
い
よ
う
要
請
し
て
は
ど

う
か
。

拠
点
で
あ
る
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
た
。

こ
の
事
業
を
社
会
福
祉
協

議
会
に
委
託
し
、
こ
の
セ
ン

タ
ー
を
中
心
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

大
木　

支
援
セ
ン
タ
ー
の
保

健
師
さ
ん
や
看
護
師
さ
ん
か

ら
予
防
の
話
や
、健
康
体
操
、

阿
波
踊
り
体
操
を
し
て
い
た

だ
き
、
介
護
予
防
教
室
に
私

も
参
加
し
て
よ
か
っ
た
と
喜

ん
で
い
る
。
今
後
、
新
し
い

施
策
が
あ
る
の
か
。

保
健
福
祉
部
長　

本
年
度
よ

り
、
介
護
予
防
を
進
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
健
診
を
実

施
す
る
。
九
月
中
ご
ろ
ま
で

に
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
お
送

り
し
、
簡
単
な
質
問
に
答
え

て
い
た
だ
く
。
そ
れ
を
判
定

し
、
生
活
機
能
の
低
下
し
た

方
に
市
内
医
療
機
関
で
検
診

を
受
け
て
い
た
だ
く
。

市
長　

雇
用
促

進
住
宅
の
利
用

延
長
に
つ
い
て

申
し
入
れ
を
す

る
。

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  
●  
●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●  

●

●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●

日
本
製
紙
小
松
島
工
場
の
撤
退

日
本
製
紙
小
松
島
工
場
の
撤
退

　
　
　
　
　

税
収
へ
の
影
響
額
は

税
収
へ
の
影
響
額
は

答　

約
五
千
万
円
の
減
収

答　

約
五
千
万
円
の
減
収
見
込
み

見
込
み

若
葉
会　

大
和　
　

肇　
議
員　

日
本
製
紙
小
松
島
工
場
の
撤
退

　
　
　
　
　

税
収
へ
の
影
響
額
は

大
和　

日
本
製
紙
小
松
島
工

場
の
撤
退
が
決
定
し
て
い

る
。
撤
退
す
れ
ば
市
の
税
収

が
幾
ら
減
収
す
る
の
か
。
ま

た
、
減
収
に
な
っ
た
分
、
そ

れ
を
補
う
よ
う
な
計
画
は
あ

る
の
か
。

総
務
部
長　

最
高
で
約
五
千

百
万
円
が
徴
収
減
と
な
る
。

計
画
は
現
時
点
で
の
状
況
は

不
明
で
あ
り
、
日
本
製
紙
グ

ル
ー
プ
側
の
今
後
の
動
向
を

注
意
し
な
が
ら
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

産
業
建
設
部
長　

小
松
島
市

企
業
立
地
推
進
条
例
、
産
業

振
興
に
寄
与
す
る
事
業
に
係

る
市
税
の
特
別
措
置
条
例
な

ど
の
奨
励
措
置
を
、
残
っ
て

い
る
関
連
企
業
に
活
用
し
、

企
業
立
地
を
推
進
し
、
本
市

に
お
け
る
産
業
の
振
興
と
雇

用
機
会
の
拡
大
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー

新
エ
ネ
ル
ギ
ー

メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー

メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
に
つ
い
て

に
つ
い
て

大
和　

天
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
メ

タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
が
、
海

中
の
南
海
プ
レ
ー
ト
の
上
に

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
産

出
に
成
功
す
れ
ば
、
生
産
工

場
、
貯
蔵
庫
を
小
松
島
に
誘

致
し
て
ほ
し
い
。
メ
タ
ン
ハ

イ
ド
レ
ー
ト
の
情
報
を
行
政

は
把
握
し
て
い
る
か
。

市
民
環
境
部
長　

本
年
三

月
、
独
立
行
政
法
人
石
油
天

然
ガ
ス
金
属
鉱
物
資
源
機

構
は
、
カ
ナ
ダ
北
西
部
の

永
久
凍
土
の
地
下
に
存
在
す

る
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
層

か
ら
メ
タ
ン
ガ
ス
を
産
出
す

る
こ
と
に
成
功
し
た
こ
と
を

発
表
。
こ
れ
を
受
け
て
経
済

産
業
省
は
、
平
成
二
十
四
年

度
に
近
海
で
の
海
洋
産
出
試

験
に
乗
り
出
し
、
平
成
三
十

年
度
以
降
の
商
業
化
を
目
指

す
こ
と
と
し
て
い

る
。新
し
い
資
源
、

技
術
に
よ
る
産
業

が
、
近
い
将
来
実

現
す
る
可
能
性
が

出
て
き
た
。
メ
タ

ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト

の
商
業
生
産
が
開

始
さ
れ
る
と
す
れ

ば
、
地
理
的
に
近

い
小
松
島
港
に
お

い
て
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
輸
送
船
の
寄
港

地
、
ス
ト
ッ
ク
ヤ

ー
ド
の
提
供
と
い
っ
た
関
連

産
業
の
発
展
も
十
分
に
考
え

ら
れ
る
。
市
と
し
て
も
、
こ

の
よ
う
な
情
勢
に
十
分
配
慮

し
な
が
ら
、
情
報
の
収
集
等

も
行
っ
て
い
き
た
い
。

日本製紙小松島工場 いちご栽培ハウス

金磯地区風景
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市
長
就
任
四
年
目

市
長
就
任
四
年
目
、
公
約
の
達
成
度
は

公
約
の
達
成
度
は

答　答　

残
さ
れ
た
課
題

残
さ
れ
た
課
題
に
粉
骨
砕
身

に
粉
骨
砕
身

　
　

努
め
る

努
め
る

無
所
属
ク
ラ
ブ　

井
内　

建
治　
議
員　

市
長
就
任
四
年
目
、
公
約
の
達
成
度
は

井
内　

市
長
就
任
四
年
目
を

迎
え
て
い
る
が
、
立
候
補
の

際
、
市
民
と
交
わ
し
た
公
約

は
、
自
己
採
点
し
て
お
お
む

ね
達
成
で
き
た
と
思
っ
て
い

る
か
。

市
長　

掲
げ
た
公
約
は
、
市

民
の
た
め
の
市
政
推
進
、
地

域
経
済
活
性
化
と
雇
用
拡

大
、
福
祉
環
境
の
充
実
、

市
民
と
進
め
る
安
全
・
安

心
の
ま
ち
づ
く
り
、
教
育

環
境
の
充
実
、
以
上
の
六

項
目
で
あ
る
。
公
約
実
現

の
た
め
、
私
は
精
い
っ
ぱ

い
努
め
て
き
た
が
、
ま
だ

道
な
か
ば
の
項
目
も
あ

る
。
今
後
、
残
さ
れ
た
公

約
達
成
に
向
け
、
粉
骨
砕

身
努
め
て
い
き
た
い
。

中
心
市
街
地
の

中
心
市
街
地
の

　

今
後
の
動
向
は

今
後
の
動
向
は

井
内　

中
心
市
街
地
の
活
性

化
対
策
は
一
向
に
進
ま
な

い
。
今
後
の
取
り
組
み
は
。

市
長　

現
在
、
井
利
ノ
口
再

開
発
事
業
の
基
盤
整
備
が
終

わ
り
、
昨
年
十
二
月
に
は

コ
ー
ナ
ン
商
事
㈱
な
ど
四
店

舗
が
開
店
し
、
沿
道
沿
い
に

も
新
し
い
店
舗
が
進
出
し
て

き
た
。
今
後
は
、
助
産
実
習

を
行
う
際
の
拠
点
と
な
る
研

修
施
設
を
旧
日
赤
跡
地
に
建

設
、
ま
た
、
発
達
障
害
者
支

援
セ
ン
タ
ー
、
高
等
養
護
学

校
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。
今
後
、
地
元
商
店
主
や

商
工
会
議
所
と
連
携
し
、
中

心
市
街
地
の
活
性
化
を
進
め

て
い
く
。

給
与
カ
ッ
ト
の

給
与
カ
ッ
ト
の

期
限
と
そ
の
総
額
は

期
限
と
そ
の
総
額
は

井
内　

職
員
の
給
与
カ
ッ
ト

を
い
つ
ま
で
続
け
る
の
か
。

公
務
員
の
給
与
は
ス
ト
ラ
イ

キ
権
及
び
団
体
交
渉
権
の
代

償
で
あ
る
。
違
反
し
て
い
な

い
か
。

市
長　

給
与
カ
ッ
ト
は
平
成

十
七
年
一
月
か
ら
十
九
年
三

月
ま
で
の
期
間
、
そ
の
額
は

約
三
億
円
の
効
果
。
現
在
実

施
し
て
い
る
給
与
カ
ッ
ト
は

平
成
二
十
一
年
三
月
を
期
限

と
し
て
お
り
、
以
後
に
つ
い

て
は
職
員
組
合
と
十
分
協
議

を
し
て
い
く
。

日
峰
崩
落
事
故
の

日
峰
崩
落
事
故
の

復
旧
と
裁
判
結
果
は

復
旧
と
裁
判
結
果
は

井
内　

日
峰
公
営
住
宅
擁
壁

の
復
旧
は
い
つ
ご
ろ
に
な
る

の
か
。
こ
の
用
地
に
は
二
億

円
以
上
の
血
税
が
投
入
さ
れ

て
い
る
。

産
業
建
設
部
長　

擁
壁
は
裁

判
結
果
で
復
旧
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
、
い
ま
だ

原
告
側
と
市
と
の
間
で
話
し

合
い
が
で
き
て
お
ら
ず
、
今

の
と
こ
ろ
復
旧
の
見
通
し
は

立
っ
て
い
な
い
。

不採択

陳情４号

「
非
核
・
平
和
自
治
体
宣
言

（
決
議
）
を
基
と
し
た
平
和

行
政
を
求
め
る
」
件
に
つ

い
て

意見書１通を関係大臣に送付しました
一　

地
方
に
と
っ
て
真
に
必
要
な
道
路
整
備

が
着
実
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
「
地
方
の
道

路
整
備
財
源
を
安
定
的
か
つ
十
分
に
確
保

す
る
仕
組
み
」
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、

道
路
整
備
が
遅
れ
て
い
る
地
方
の
重
点
配

分
を
図
る
こ
と
。

　
　

特
に
、「
地
方
道
路
整
備
臨
時
交
付
金

制
度
」
を
存
続
・
拡
充
し
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
地
方
の
道
路
整
備
財
源
の
「
優
先
確

保
」
を
図
る
こ
と
。

二　

地
方
に
と
っ
て
「
真
に
必
要
な
道
路
整

備
」
を
新
た
な
「
道
路
整
備
計
画
」
に
明

確
に
位
置
付
け
、
そ
の
整
備
を
着
実
に
推

進
す
る
こ
と
。

三　

既
存
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
有
効
利
用

を
行
う
た
め
、
必
要
な
財
源
を
確
保
す
る

ル
ー
ル
を
確
立
し
、
本
州
四
国
連
絡
道
路

を
含
む
高
速
道
路
の
通
行
料
金
引
き
下
げ

や
、
多
様
で
弾
力
的
な
料
金
設
定
を
行
う

こ
と
。

地
方
の
道
路
整
備
の
促
進
と
道
路
特
定

財
源
の
確
保
を
求
め
る
意
見
書
（
抜
粋
）

中心市街地
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　議員の賛否表　　　　　　　 　
議　員　名　

議案・請願・陳情・意見書

安
平　

剛
之

濱
田　

保
徳

北
野　

恒
男

井
村　

保
裕

池
渕　
　

彰

宝　
　
　

覚

天
羽　
　

篤

武
田　
　

清

石
原　

正
裕

立
川　

邦
男

木
村　

文
彦

出
口
憲
二
郎

大
和　
　

肇

髙
木　

幸
次

大
木　
　

進

宮
崎　

欽
司

米
﨑　
　

孝

井
内　

建
治

議案第 50号　平成 19年度小松島市一般会計歳入歳出決算
の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 51号　平成 19年度小松島市競輪事業特別会計歳入
歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 52号　平成 19年度小松島市住宅新築資金等貸付事
業特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 53号　平成 19年度小松島市老人保健医療事業特別
会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 54号　平成 19年度小松島市国民健康保険特別会計
歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 55号　平成 19年度小松島市土地取得事業特別会計
歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 56号　平成 19年度小松島市介護保険特別会計歳入
歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 57号　平成 19年度小松島市公共下水道事業特別会
計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 58号　平成 19年度小松島市水道事業会計決算の認
定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 59号　平成 19年度小松島市自動車運送事業会計決
算の認定について ● ○ ○ ○ ● ● ● ○ ● ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 60号　平成 20年度小松島市一般会計補正予算（第
１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 61号　平成 20年度小松島市老人保健医療事業特別
会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 62号　小松島市特別職報酬等審議会条例の一部を改
正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 63号　公益法人等への職員の派遣等に関する条例の
一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 64号　小松島市消防団員等の公務災害補償に関する
条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 65号　小松島市風致地区内における建築等の規制に
関する条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 66号　市道の路線の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 67号　市道の路線の変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 68号　人権擁護委員の推薦について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議提第４号　議会の議員の報酬及び費用弁償等に関する条
例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議提第５号　小松島市議会政務調査費の交付に関する条例
の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議提第６号　小松島市議会会議規則の一部を改正する規則
について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議提第７号　地方の道路整備の促進と道路特定財源の確保
を求める意見書について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

陳情第４号　「「非核・平和自治体宣言（決議）」を基とした
平和行政を求める」件について ● ● ● ● ● ○ ○ ● ● ○ ○ ● ● ○ ● ● ○ ○

○は賛成　　●は反対　　※ 議長（佐野　善作）は、可否同数の場合のみ表決権があります。
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大
企
業
は
応
分
の
負
担
を

　

政
府
構
造
改
革
の
一
つ
、
日
経

連
「
新
時
代
の
日
本
的
経
営
」
路

線
を
受
け
た
労
働
法
の
規
制
緩
和

で
、
労
働
者
の
三
分
の
一
以
上
が

派
遣
な
ど
低
賃
金
の
非
正
規
雇
用

と
な
り
、
年
収
二
百
万
円
以
下
の

国
民
を
一
千
万
人
も
生
む
一
方
で
、

財
界
・
大
企
業
は
大
も
う
け
。
も

う
一
つ
、「
税
と
社
会
保
障
の
一
体

的
改
革
」
路
線
で
も
、
庶
民
増
税

分
は
大
企
業
の
法
人
税
減
税
に
消

え
、
介
護
や
医
療
等
の
負
担
増
分

は
大
企
業
の
社
会
保
障
負
担
を
減

ら
し
て
大
企
業
は
こ
こ
で
も
大
も

う
け
。
持
て
る
大
企
業
に
富
を
集

中
さ
せ
る
構
造
改
革
は
、
貧
困
と

格
差
を
深
刻
に
し
た
。

　

例
え
ば
、
高
過
ぎ
る
国
保
や
介

護
の
問
題
に
し
ろ
、
持
た
ざ
る
国

民
の
間
で
解
決
し
ろ
と
い
う
構
造

改
革
は
破
綻
し
て
い
る
。「
国
民
に

富
の
再
配
分
を
」、「
大
企
業
は
応

分
の
社
会
的
還
元
を
」、
政
治
を
大

企
業
か
ら
庶
民
の
手
に
取
り
戻
す
。

地
方
政
治
で
あ
っ
て
も
、
そ
う
し

た
視
点
で
携
わ
り
た
い
。

 

す
べ
て
は
市
民
の
た
め
に

す
べ
て
は
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

　

　

私
は
二
十
七
歳
で
初
当
選
後
、
約

十
年
間
、
政
治
家
と
し
て
活
動
を
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
間
、
一
貫

し
て
行
財
政
改
革
の
重
要
性
を
説

き
、
そ
れ
を
実
行
す
る
に
は
、
議
会

の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
強
化
と
政
策
立
案

能
力
向
上
が
必
要
で
あ
る
と
実
感
し

て
お
り
ま
し
た
。
財
政
状
況
の
悪
い

小
松
島
市
を
ど
の
よ
う
に
立
て
直
す

の
か
、
税
金
を
む
だ
に
使
っ
て
い
な

い
か
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
は
行
き
届
い

て
い
る
の
か
な
ど
、
議
会
が
十
分
に

チ
ェ
ッ
ク
し
、
市
民
の
方
々
の
た
め

に
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
第
一
に

考
え
、
未
来
の
小
松
島
を
担
う
子
ど

も
た
ち
に
ツ
ケ
を
残
す
の
で
は
な
く
、

子
ど
も
た
ち
が
将
来
こ
の
ま
ち
を
誇

り
に
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
至
ら
ぬ
点
も
あ
ろ
う
か

と
存
じ
ま
す
が
、
皆
様
の
御
指
導
、

御
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

宝　　　覚
（新居見町）
当選３回

石原　正裕
（和田津開町）
当選３回

私の政治信条

平 成 20 年 12 月 定 例 会 日 程

発
行
／
小
松
島
市
議
会　

議
長　

佐
野　

善
作　
　
　
　
　
　
　

編
集
／
議
会
広
報
特
別
委
員
会　

委
員
長　

天
羽　
　

篤

議
会
改
革
へ
の
道

　

今
回
、
決
算
委
員
会
で

初
め
て
議
員
に
よ
る
事
務

事
業
評
価
を
行
っ
た
。
各

事
業
に
対
す
る
各
議
員
の

考
え
方
な
ど
が
よ
く
わ
か

る
も
の
と
な
っ
た
。
事
業

の
継
続
・
改
善
・
縮
小
な

ど
、
大
き
く
方
向
性
を
示

す
議
会
の
評
価
で
あ
っ
た

も
の
と
考
え
て
い
る
。
こ

れ
を
受
け
、理
事
者
側
が
、

来
年
度
以
降
ど
の
よ
う
な

事
業
対
応
を
し
て
い
く
の

か
、
見
極
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

議
会
の
あ
り
方
や
議
員

た
る
も
の
の
責
務
が
大
き

く
変
革
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
時
期
を
迎
え
、
地
方

分
権
時
代
に
お
け
る
地
方

議
員
の
改
革
へ
の
覚
悟
は

重
要
で
あ
る
。

　

道
の
り
は
長
く
険
し
い

か
も
し
れ
な
い
が
、
確
固

た
る
信
念
の
も
と
、
最
後

ま
で
あ
き
ら
め
ず
に
取
り

組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
池
渕　

彰
）

編　集　委　員

編 

集 

後 

記

天　羽　　　篤
木　村　文　彦
佐　野　善　作
出　口　憲二郎
立　川　邦　男
武　田　　　清
北　野　恒　男
安　平　剛　之
井　村　保　裕
池　渕　　　彰

月　日 曜 開  議  時  刻 議　　　事 備　　　考

12 月 8 日 月 午前 10時 開会（議案提出）

12 月 11 日 木 午前 10時 質疑・一般質問

12 月 12 日 金 午前 10時 質疑・一般質問

12 月 15 日 月 午前 10時 委 員 会 審 査 総務常任委員会

12 月 16 日 火 午前 10時 委 員 会 審 査 文教厚生常任委員会

12 月 17 日 水 午前 10時 委 員 会 審 査 産業建設常任委員会

12 月 19 日 金 午前 10時 議 決・ 閉 会

会期　12月 8日～ 12月 19日


